


Menu 4 酵素の力で食品が変化!? 実験してその秘密を確かめよう！

Menu 6 室温で液体の油と室温で固体の脂の違いは何でしょう？

Menu 5 ヨーグルトはミルクと乳酸菌で出来ています！

Menu 3 DNA鑑定法を使って動物の種同定をしてみよう

Menu 1 樹木の生命維持には香り成分が必要？

酵素（こうそ）は人の役に立つ！どのように役立っているでしょうか？  このMenuでは、実際の研究で使用している器具や装置を
使い、「食品＋酵素＝何が起こる？」をテーマに２つの実験をします。さらに、酵素の実用例や最新バイオテクノロジーをわかり
やすく解説します。普段は意識することのない酵素のパワーを、実験を通してぜひ体感して下さい。

三大栄養素の一つである脂質には、室温で液体の「油」と固体の「脂」があります。 なぜこのような状態の違いが生じるので
しょうか。また、水と油が混ざらない理由や、2つを混ぜ合わせる方法も気になるところです。今回は、これら脂質の物理化学
的な性質について、化学構造の違いとの関係を一緒に考えていきましょう。

ミルクと乳用乳酸菌、ヨーグルトの製造原理から各種製品とその機能性までを解説した後、ヨーグルト製造用乳酸菌を添加
したミルクの凝固試験（供試菌株の増殖性とその差違を測定） と市販ヨーグルト中の乳酸菌・ビフィズス菌の顕微鏡観察を
通じて、ヨーグルトの成り立ちと乳酸菌数・比率について考察を行います。

野生生物の研究では、動物の糞や毛などを使用します。 その際、DNA鑑定による「種同定」がとても重要な手がかりになります。
このセミナーでは、PCR法を使って、実際に動物の種類を判定する実験を体験します。 また、DNA研究で用いられる分析機器の
紹介や、DNA配列の解析方法についてもわかりやすく解説します。

樹木は木材として利用されるだけでなく、 スギやヒノキの香りのようにそれぞれ独特の香りがあり、 芳香剤や入浴剤などにも
利用されています。これら芳香成分は抗菌成分でもあり、樹木にとって重要な役割をしています。本Menuでは実際に樹木から
これら成分を抽出し、その利用法や樹木の生命維持機能との関係性についても解説します。
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Menu 2 肉眼で見えない植物病原菌やウイルスの感染と遺伝子を観る 井村 喜之

植物を病気にするウイルスやカビは、普段私たちの目には見えません。しかし、バイオ技術によりそれらが植物の細胞内で暴れ
る姿を「光らせて」観察したり、遺伝子からその正体を暴いたりすることができます。ここではカビが感染した植物を顕微鏡にて
観察し、ウイルスゲノムを切断する制限酵素の働きを電気泳動にて調べてみましょう！

実験内容
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